
 

 

 

 

                                              

 

 

全国災対連 大震災共同支援センターニュース№1（4/1発行）より抜粋・編集 

大阪からの救援物資が被災地へ！ 
 みなさんから届けられた救援物資が４月１日、全国災対連 大震

災共同支援センターの集積基地である埼玉県草加市から、宮城県、

岩手県に向けて出発。夜通し走り４月２日（土）、宮城に６３箱、

岩手に５１箱到着します。 

表は、みなさんから届けられた救援物資です（※写真は集積基

地での積み込みの様子。段ボールには「大阪労連」の文字が見え

ます）。 

ボックスティッシュ、カップ麺、長靴・雨がっぱなど不足して

います。リスト表の中で少ない物のご協力をお願い致します。尚、

物資リストは現地からの要望に応じ適宜変更していく予定です。 

全労連では、引き続き、岩

手はもちろん宮城や福島など

被災地へ救援物資を送るため、

全国に物資の協力を呼びかけ

ています。みなさまのご協力

をお願いします。 

 リストの救援物資を、ぜひ、

大阪労連までお寄せ下さい。

順次、発送の予定です。 
 

 

 

 

 

 

東大阪市職労「被災者へ息の長い支援を」 
3/18から、４泊５日で仙台市の避難所で奮闘した保健師さんに、現地での活動の模様を聞きました。 

「新潟空港から高速バスで仙台市に入りました。区役所で１泊、３泊は宿泊所を確保していただき、

昼食用のおにぎりをつくってもらい、活動できました。震度６強を記録した宮城野区の高砂中学校が避

難所。体育館でなく、浸水の被害のなかった２階以上の教室で、床にダンボールや毛布が敷かれていま

した。健康相談や心のケア、医療班への橋渡しなどを行いました。現地の養護教諭の先生とも連携して

サポートを続けました。被災した人たちは、本当にがまん強く、多くのものを失った中でもじっと耐え

ておられたのが強い印象です。話を聞くと、重い病気や、持病の薬が切れていたりの人も。大津波の中

をマイカーで必死に避難所まで逃げてきた人も、そのあと水に浸かり車は校庭から動かないままでした。 

避難者は、昼間は床上浸水や破損した自宅の片付け作業、夜にはまた避難所に戻る日々。また、廊下

に設置された安否確認コーナーには、他の避難所から入れかわり立ちかわりで被災者が訪れていました。 

まだまだ先の見えない時期ですが、日常生活に戻していく今後が大変です。私たちがしっかり、息の

長い支援を続けていくことが必要だと感じました。第２次派遣からは岩手県山田町に入って交替の保健

師が頑張っています。」 (4/1 )  
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